
第３期中期目標構成案 赤字：第３期中期目標において、県から病院機構に求めるものとして明記したもの　　　

➀ 患者中心の医療の実践

➁ 医療の質の標準化

➂ 医療安全の確保・院内感染の防止

➃ 多職種によるチーム医療の推進

① 質の高いがん医療の提供

② 脳卒中、循環器病への医療体制の構築

➀ 断らない救急医療の充実

➁ 小児、周産期医療の充実

③ リハビリテーション機能の充実

④ 感染症対策・感染症医療の充実、推進

４ 新西和医療センターの移転・再整備の推進

　新西和医療センターの令和１３年度中の開院を目指し、県、関係市町村等と連携して、移転・再整備を推進すること。西和地
域の重症急性期医療を担う基幹病院として必要な機能を整備するとともに、今後の高齢化や人口減少の進行等による医療ニーズ
の変化、医師等の働き方改革も念頭に入れた医療従事者の確保、地域の医療機関や総合医療センターとの役割分担等を踏まえ、
県の医療提供体制にとって適切なものとすること。

１ 地域の医療機関等との役割分担と連携強化

　患者にとって最適な医療を提供できるよう、地域の医療機関と連携して、それぞれの医療機能を有効に活用できる医療提供体
制を構築すること。
　本県の急性期医療の拠点病院及び地域医療支援病院としての役割を果たすため、病病・病診連携に取り組み、患者の紹介・逆
紹介を一層推進すること。また、医療圏内における医療提供体制の充実・強化に向けて、地域の医療機関等との機能分担及び医
療・介護・福祉との連携強化に取り組むこと。

・紹介率
　 総合:80.0%(R4実績：70.9%)
　 西和:80.0%(R4実績：74.6%)

・逆紹介率
   総合:88.0%(R4実績：88.5%)
　 西和:88.0%(R4実績：94.3%)

２ 地域の医療機能の向上のための支援

　県民の生命・健康の維持、増進に向け、地域医療を担う医師をはじめとする医療従事者等に対し、病院機構が有する最新の医
療情報・技術等の普及、及び教育・研修に取り組み、県内の医療水準の向上に寄与すること。
　また、高度・専門医療を担う公的病院として、診療実績の調査や臨床研究を推進すること。

３ 医療ＤＸの推進

　県の「地域デジタル社会の構築により県民の幸福な生活の実現と地域の持続的な発展を図る条例」等に基づき、医療分野にお
けるＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進に取り組むこと。
　また、デジタルデータを効果的に活用し県民の医療ニーズを的確に把握するとともに、業務能率の向上や経営資源の有効活用
などにより病院運営の効率化に努めること。

小項目
数値目標

（令和10年度時点）

・患者アンケート満足度
   入院：95.0%(R4実績：90.9%)
   外来：90.0%(R4実績：87.1%)

① 悪性腫瘍手術件数
　　総合：1,200件(R4実績：1,080件)
　　西和：  600件(R4実績：　488件)

② 脳卒中、循環器病緊急入院件数
　　総合：1,100件(R4実績：890件)
　　西和：1,000件(R4実績：789件)

大項目 中項目

① 救急搬送受入件数
　　総合：7,500件(R4実績：6,525件)
　　西和：4,500件(R4実績：3,129件)

② ハイリスク妊婦救急受入率
　　総合：95.0%
   新生児・小児救急受入率
　　総合：95.0%(R4実績：94.6%)
　　西和：90.0%(R4実績：86.9%)

③ リハビリ在宅復帰率
　　リハ：93.0%(R4実績：91.6%)

Ⅱ 地域の医療
力向上への貢献

Ⅰ　最適な医療
の提供

１ 患者の視点に立った医療サービスの提供

　患者やその家族が十分な理解と信頼のもとで診療を受けられるよう、インフォームド・コンセントの一層の徹底、セカンドオ
ピニオン体制の充実を図ること。また、多職種の連携によるチーム医療を推進し、それぞれの専門性を発揮しつつ職員が一丸と
なって、患者にとっての最適な医療の提供に努め、さらに県民の生命・健康の維持、増　　　進の実現に貢献すること。
　患者やその家族の視点に立ち、患者の負担軽減、快適な療養環境の整備、職員のホスピタリティーの向上を図るとともに、医
療安全の確保と院内感染の防止に尽力すること。

２ 高度医療の提供

　県の医療政策の一翼を担う県立病院機構として、安定した医療実績を維持し、高度で専門的な医療の提供に努めること。特
に、地域がん診療連携拠点病院である総合医療センターを核として、外科的手術、放射線治療、化学療法などのがん診療に積極
的に取り組むこと。
　また、脳卒中・循環器病に関する高度及び急性期医療の提供体制の構築、高齢化の急激な進展を踏まえた診療連携を構築に努
めること。

３ 地域の医療拠点としての機能の充実

　県における急性期医療の拠点病院として、広域的な高度救急医療の提供体制を整備し、救急患者の受入により一層取り組むこ
と。特に、小児・周産期の患者への対応に努めること。
　リハビリテーションセンターにおいては、県の回復期医療の基幹病院として、在宅復帰の推進に向けリハビリ機能の充実と地
域の医療機関との連携に取り組むこと。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大時に、公立病院が感染症拡大防止、感染患者への医療提供に大きな役割を担った経験を
踏まえ、日頃から県内の感染症拡大に備えるとともに、感染症医療の充実に取り組むこと。



小項目
数値目標

（令和10年度時点）
大項目 中項目

４ 災害医療体制の強化

　災害発生時に、総合医療センターは北和地域における地域災害拠点病院として、西和医療センター・リハビリテーションセン
ターにおいても各地域の地域災害拠点病院等と連携して、県民の生命と安全を守るため、医療救護活動の拠点としての役割を果
たすこと。そのために、災害発生等に備えて、平時から医薬品等の備蓄、災害訓練の実施に取り組むとともに、地域の医療機関
等と連携した訓練の実施、ＤＭＡＴ職員の養成など災害医療体制の強化に努めること。

５ 県民への医療・健康情報等の提供

　県民の医療や健康に対する関心、理解の向上を図るため、病院機構が有する最新の医療情報、健康増進に資する情報などを、
公開講座やホームページ、ＳＮＳなど多様な手法により、県民に広くわかりやすく発信すること。

１ 優れた医療人材の確保・育成

　患者にとって最適な医療を持続的かつ安定的に提供していくため、その基盤である医師や看護師、すべての医療職について優
れた医療人材の確保に努めること。病院機構の医療水準の向上を図るため、教育研修機能の充実・強化、専門資格等の取得サ
ポートなど人材育成と定着に取り組むとともに、全ての診療や作業の質の向上を図ること。

・専門医数
　　全体：500人(R4実績：473人)

２ 働き方改革の推進

　医師や医療従事者の働き方改革の推進、ワークライフバランスの実現、コミュニケーションの活性化などに積極的に取り組
み、すべての職員にとって働きやすく、かつ働きがいのある職場環境の実現に努めること。また、医療水準の維持、向上に向
け、タスクシフト・タスクシェアの推進、医療ＤＸの推進など、多角的な取組を進めること。

・職員アンケート満足度「ワークライフバラ
ンス（仕事と生活の調和）が図れている」と
回答した職員の割合
　　全体：75.0%以上(R4実績：55.5%)

３ 看護大学校の移転・再整備の推進

　将来の県の医療を支える優秀な看護人材を育成・確保するため、最新の看護教育を実践すること。看護師を目指す学生にとっ
て魅力のある「新奈良看護大学校」の移転・再整備に向け、県、関係団体等と連携して推進すること。

４ 経営感覚、改革意欲に富んだ人材の確保・育成

　自立した病院経営を確立するため、医療従事者を含む全職員の経営参画意識と改革意欲の向上に取り組むこと。また、病院経
営や病院特有の事務に精通した経営感覚のある人材の確保と育成に継続的に取り組むこと。

➀ 法人理念・目標の徹底

➁ コンプライアンス、法令の遵守

➀ 財務内容の改善

➁ 収益の確保と費用構造改革の徹底

➂ 財務バランスを踏まえた計画的な投資

➃ 経営資源の効率的な活用

Ⅳ　安定した法
人経営

１ ガバナンス体制の充実

　地方独立行政法人制度を活かして、機動的かつ主体的な病院経営を行うこと。
　病院機構全体の一体的、効率的な運営に向け、法人本部事務局における経営戦略機能の充実と能力向上に努めるとともに、中
期目標及び中期計画、年度計画の実現に向けた体制整備を図ること。
　県民の病院機構に対する信頼を損なわないよう、法令の遵守、個人情報の保護・管理、ハラスメントの排除などを徹底するこ
と。

２　安定した経営基盤の確立

　病院機構の理念を実現し、中期目標を達成するために、安定した経営基盤の確立に全力で取り組むこと。県の医療政策や県民
の医療ニーズに応えつつ、収益確保と費用構造の改革に取り組み累積赤字の低減に努めること。
　医療機器・医療情報システムの更新、西和医療センターや看護大学校の移転・再整備などの大規模な投資が予定される中、中
長期的な財務バランスを踏まえた適切な投資に努めること。

Ⅲ 優れた人材
の確保・育成

① 経常収支比率
　　全体：98.0%以上(R4実績：97.6%)

② 医業収益に対する人件費比率
　　全体：52.0%以下(R4実績：60.2%)

Ⅱ 地域の医療
力向上への貢献


